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第第第第３３３３回廿日市市回廿日市市回廿日市市回廿日市市景観景観景観景観審議会審議会審議会審議会会議録会議録会議録会議録    要旨要旨要旨要旨 

 

 

１ 会 議 名     第３回廿日市市景観審議会 

 

２ 開 催 日 時   平成２８年３月２４日（火）  ９時３０分から１２時２０分まで 

 

３ 場   所   廿日市市役所 ３階 政策審議室 

 

４ 出 席 委 員   稲田恵子    ・岡本礼子    ・梶本歌子    ・佐藤洋 

 

正木文雄    ・三浦浩之    ・森保洋之    ・塩田ひとし 

 

中山隆弘    ・細見恵     ・山田延弘    ・吉田正裕 

 

 

５ 欠 席 委 員   なし 

 

 

６ 議事 

（１） 開 会 

 （２） 議 案 

第１号議案 廿日市市景観審議会会長の選出について 

第２号議案 はつかいち景観百選の選定基準等について 

   １ はつかいち景観百選の応募状況等について 

   ２ はつかいち景観百選の選定手法について 

   ３ はつかいち景観百選の運用・活用の方向づけ 

 

７ 公開、非公開の別  公開 

 

８ 傍聴人の人数    0人 

 

９ 事務局職員   建設部都市・建築局長 向井敏美     ・都市計画課長 上原寿文 

 

           都市計画課課長補佐兼都市計画係長  戸嶋伸二 ・主査 横瀬文彦 

 

          主事 常石佳那 

 

 

10 説 明 員   主査 横瀬文彦  

 

11 結   果 

 

第１号議案 森保委員を会長に選任し、三浦委員を職務代理者に指名する。 

 

   第２号議案 １ 応募数を増やすために、提案を踏まえた募集方法を行う。 
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         ２ 点数化を簡単な手法にし、選定に必要な要素を分かりやすくする。 

 

         ３ はつかいち景観百選の応募状況を踏まえて、今後も議論を必要とする。 

 

12 発言の要旨 

（１） 開会挨拶 

（２） 審議会成立の報告 

（３） 第１号議案 会長及び会長の職務代理者の選任について 

     会長に森保委員、会長の職務代理者に三浦委員を選任した。 

（４） 会長挨拶 

（５） 会議録の公開について 

   〈〈〈〈Ａ委員Ａ委員Ａ委員Ａ委員〉〉〉〉     

次の議事に入る前に会議録の話をさせていただきたいと思います。 

     諮るのは、会議録の取扱いについてです。傍聴については公開のスタイルをとっています。

当市の委員会でいろいろなお手伝いをしているが、例えば、総合計画の場合は、会議録を公開

しています。都市計画審議会は公開していません。ほかの都市の場合でも同様です。会議録の

取扱いについては、事務局にご検討いただき、次回にでも報告していただきたい。ほかの審議

会とのバランス、また当審議会の特徴、議事録のあり方、公開のあり方等あるが、ぜひご検討

をお願いしたいと思います。 

     検討いただく内容としては次の３点です。 

１点目は、委員に配布するかどうか検討いただきたい。例えば、欠席された委員に配布する

のがいいのではないでしょうか。できれば配布していただきたいです。 

２点目は、公開するかどうかです。公開するとすればどういう形で公開するか。口語調で非

常にリアルに書いてあり、読む側からすれば非常に良い会議録です。しかし、公開するとすれ

ば少し文言の整理をして、長い部分は少し縮めたほうが良いと思います。 

     ３点目は、公開する場合、委員の名前をそのまま出すのか。私はイニシャルのほうがいいと

思います。探れば分かってしまうが、ワンクッション置いたほうが良いと思います。 

検討するポイントを挙げたが、皆様方はいかがですか。B委員はいかがですか。 

〈〈〈〈ＢＢＢＢ委員委員委員委員〉〉〉〉 

今回、審議会の内容からすると公開で良いと思います。話し言葉そのままだと省略の部分な

どがあるため、補うなり簡潔化するほうがいいと思います。 

〈〈〈〈ＣＣＣＣ委委委委員員員員〉〉〉〉 

広島市では、審議の内容によるが、直接、被害を受けることがあるため、委員の実名を伏せ

て行う場合があります。内部では公開し、ホームページに載せる場合は考えたほうがいいと思

います。 

〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ委員委員委員委員〉〉〉〉 

審議会の中で何らかの判断をするとき、意見の中には公開すると問題が起こる場合もあると

思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

     ほかにも意見があれば事務局に伝えていただきたい。事務局は先ほどの３つのポイントを踏

まえ、委員からの意見もあわせて検討いただきたいと思います。 

（６） 第２号議案 はつかいち景観百選の選定基準等について 

  ア はつかいち景観百選の応募状況等について 

   〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

１番目の「はつかいち景観百選の応募状況等について」の説明をしてほしいです。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

※議案集４ページ、応募物件景観・視点場資料及び景観概要資料により説明 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

具体的な話に入る前に、はつかいち景観百選の募集チラシの取りまとめについて報告しま

す。 
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     前回の案から変わったポイントは次の２点です。 

１点目は、多様な風景を入れた点。 

２点目は、生活の景色、生活景を入れた点。 

     また、一生懸命取り組まれている富山市の例をはじめ、ほかのまちの情報も参考にさせてい

ただきました。皆様方も承知のうえで、ご覧いただきたいと思います。 

     現在、応募件数が 11件プラス 30件で計 41件あります。相当少ない状況です。前回のほか

のまちの資料を見ると、応募数の１割を選んでいるという例もあります。同様に考えると百選

だとその 10倍となります。私は、直感で 300ぐらいと予想しています。理由として、５つの

地域があるため、５×５＝25の 10倍で 250に地域ごとの偏りを踏まえて 300と考えました。

この 41件をさらに大きくするためのアクションを起こしていただくよう事務局にお願いしま

した。これにより、（２）当初募集方法に加え、（３）募集対策強化を行われました。結果、プ

ラス 30件に至りました。事務局に伺いたいのは、今の段階でこのアクションをすると、見込

まれる数というのはどのぐらいなのか。なかなか難しい状況と理解していいのでしょうか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

そのように理解していいです。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

すでに景観計画には百選を実施すると書いてあるため、実施することを前提とします。これ

による効果は大きいため、皆様方には応募数を増やす知恵をいただくことになると思います。 

    前回の積み残しとして、英文化を図ること、季節ごとのＰＲ方法、そして、景品を決めること

があります。 

     要点は、現状は約 40件であるため、５地域ある地域ごとに 50件集めて、最低でも 300件

の応募数を確保したいと思います。このことを含めた委員の先生方の意見を賜り、募集対策強

化で考えられる方法について討論していただきたい。私は、今日、募集チラシを 50件、又は

100 件程度預かり、授業を頼んでくださる大学で配布するお手伝いができればと思っていま

す。皆様方にも知り合いの方にお渡しいただき、応募の声かけをお願いしたいと思います。 

〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ委員委員委員委員〉〉〉〉 

私も応募数の少なさに驚きました。もし少ない中から選ぶ場合に、逆に 100にしなければい

けないという話も出てきます。応募状況に応じて議論する必要があります。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

もう一つ、たくさん集まったが、例えば、我々委員としては載ってほしい景観の応募がない

場合も起こり得ます。そこを押さえておかないといけません。先ほど私が預かると言ったの

は、廿日市市のいろんなまちのお手伝いをする中で、ここは押さえたほうがいいという景観を

応募してもらうように声かけをしたいと思っています。まずは、100件をセレクトできるよう

にパイを広げようという議論です。押さえの議論はまたにします。 

〈Ｄ〈Ｄ〈Ｄ〈Ｄ委員委員委員委員〉〉〉〉 

ＰＲの方法であるが、ホームページは目的がないと開くことがないため気づく人が少なく、

市民センターは市民全員が行っているわけではありません。提案として、今から総会が始まる

ので町内会、いわゆる自治会連合会を利用したほうがよいと考えます。それによって、総会出

席者にＰＲができ、市民一人一人、各家庭にＰＲできるのではないでしょうか。その中で何人

かは興味がある方がいらっしゃるかもしれません。 

〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ委員委員委員委員〉〉〉〉 

現状分析として事務局に伺いたい。今まで応募された方々の年齢はわかりますか。 

〈Ｆ〈Ｆ〈Ｆ〈Ｆ委員委員委員委員〉〉〉〉 

合わせて、件数は 11件ですが、何名の方が応募されているかはわかりますか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

年齢層は全て男性で 70代の方と 50代の方はインターネットでの応募がありました。人数は

同じ方で３件、４件の応募が２名あり、実質は４名の方が応募しています。 

〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ委員委員委員委員〉〉〉〉 

４名で 11件。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 
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そのとおりです。１人の方は我々が宮島地域でワークショップするときに接触した写真を多

く撮られている方で、宮島の景観をまとめて応募いただいています。あとの方は、吉和村時代

から続いている地元の組織で吉和地域景観協議会の関係者でした。もう一方は、全く存じてな

い方で、直接、市役所にて応募された方でした。 

〈Ｇ〈Ｇ〈Ｇ〈Ｇ委員委員委員委員〉〉〉〉 

私は保育園関係の運営をしており、市立の保育園を 10 園程度見ています。幼稚園や保育園

では、たくさんの若いお母さんたちと小さな子どもたちの目線があって、子どもたちに残した

い景観でもあるため、児童課に依頼することで全園に配布することが可能であると考えます。

小学校も同様に配布すると、人数が多いですが、底辺を追うことで応募数の確保につながると

思います。今の４名という人数だと知らない方が多いと思います。 

     また、お祭りも５つの各地域で行われており、大野では大頭神社のお祭りで多くの出店が立

ち並び、とても美しい昔ながらの風景が存在しています。廿日市のお祭りでは和太鼓や烏神太

鼓、神楽などの伝統芸能の関係者の方に周知する方法もあります。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

つまり、ある年齢層だけの景観ではなくて、いろんな方の思いが詰まった応募の中から選ば

せていただく景観百選でありたいので、幼稚園、小学校、神楽などお祭り団体への対応策を事

務局のほうで検討いただきたいと思います。 

〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ委員委員委員委員〉〉〉〉 

周辺情報がわかれば教えていただきたいが、ほぼ同じ期間で広島市が同様のことを被爆 70

周年でされています。「写そう残そう私の広島 2015」と「ビューティフル！ひろしま」という

２つのことをやっています。こちらも８・６に向けて期限が７月末だと思うが、どういう状況

か把握していますか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

申し訳ないが、把握をしていません。私どもが把握しているのは、福山市が市制 100周年で

「福の山百選」というのを募集していることです。昨年の 11 月末までの候補募集で 3,900件

ほどの応募がありました。今月の 21 日までに市民投票を行い、公表。いろいろなジャンルが

あり、ポスターも専門の業者がついているようなつくりでした。 

〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ委員委員委員委員〉〉〉〉 

廿日市市との情報発信の違いを分析しないと応募につなげるのは難しいと思います。例え

ば、広島市の場合は、写真集になると挙げています。廿日市市の場合は、百選に選ばれたらど

うなるかが見えにくいため、応募意欲をかき立てられないところもあるかと思います。また、

やはり小さな子どもたちも含めて、イベントの企画をしないと難しいと思います。 

     福山市もイベントを企画して、いろんな折にそういった写真が出てくるように仕掛けていま

す。例えば、各地域でその写真を皆で撮るような日を設けて撮っていくなど。実際、多くの人

が今、携帯端末を持って、いろんな写真をいろんな場所で撮っているので景観写真はありま

す。ただ、それが今回のコンテストに応募されてないので、どこかで応募に結びつけるといい

と思います。例えば、私も大学の授業で学生に応募してくださいとチラシ配っても誰も応募し

ないと思います。授業の課題にするとみんな応募します。一歩進めて共に何かをつくろうとい

うことにしないと集まらないと思います。 

〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ委員委員委員委員〉〉〉〉 

私ははつかいち観光協会だが、以前は管内の観光スポットのデータがほとんどありませんで

した。私たちが気づかない良いスポットのデータを集めるため、「はつかいち観光協会写真コ

ンテスト」というのを年に２回開催しています。すると毎回 200から 250枚の写真が応募され

ます。優秀賞から佳作まで入れて 20 枚ぐらいを毎回選出します。本市を中心に活動している

写真家３人の先生に選んでいただくが、本当に厳選な選び方で、非常にすばらしい写真が集ま

りました。写真は私どもに帰属させてもらうことで自由に使用しています。最近は管内の観光

スポットの写真が集まって、いろいろなところにカット写真を挿入できるようになっていま

す。 

     応募意欲をかき立てるために賞金を出すようにしました。募集方法は西広島タイムスや中国

新聞などを活用し、掲載費用をかけて紙面に載せます。もちろん市の広報にも掲載します。官
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民の２段構えで集めています。１人の方が四、五枚出す場合もあり、応募人数は 100人ぐらい

だと思います。 

〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ委員委員委員委員〉〉〉〉 

観光スポットとしてはどのぐらいの数ですか。 

〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ委員委員委員委員〉〉〉〉 

観光スポットの数としては、旧廿日市、佐伯、吉和、大野でバランス良く 100箇所は応募が

あります。宮島は宮島観光協会があるため募集対象に含めていません。写真家の先生方に選ん

でいただく中で、写真そのものとして非常に良いものを選ぶのはもちろんのこと、私どもの意

見も取り入れて今まで選んでないスポットや２つ並んだときは無い方を選ぶなどしています。 

     提案ですが、市内の市民センター、特に中央市民センターには写真倶楽部があると思いま

す。アマチュアを中心に活動する写真倶楽部にもお願いしてみたらどうでしょうか。また、大

学、高校の写真部にも直接的に発信してみてはどうかと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

大きく２つの意見がありました。１点目は、写真コンテストのデータをたくさんお持ちであ

ること。２点目は、応募促進のため賞金を出していること。 

１点目のデータをよろしければ見せていただくことは可能でしょうか。 

〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ委員委員委員委員〉〉〉〉 

可能です。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

１点目は、百選のベースになると思います。皆さんも興味があれば一緒に見せていただける

と良いです。２点目は、賞金も必要かもしれないが、百選での魅力として個人の名前で写真が

出ることだと考えます。 

〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ委員委員委員委員〉〉〉〉 

はつかいち観光協会で使わせてもらうときは、個人の名前は出さない場合もあるが、○○さ

ん撮影ということであえて入れさせてもらうと非常に喜ばれます。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

百選は広く募集して良い百選を選ばせていただくという思いがあるため、応募する側の魅力

を検討するといいです。１点目は、英文での募集。２点目は、季節ごとの呼びかけ。３点目は、

賞品。英文したほうがいいと思います。季節については今日の案を考えながら検討いただく。

景品、賞金は市としては出しにくいのかもしれないが、ほかのまちでは 100人に限定して賞品

を出すという例があるため検討いただきたいと思います。 

     また、写真部に声をかけると募集も増えるのではないか、西広島タイムスにも協力いただ

き、目に触れる機会を増やす方法も必要かと思います。事務局は検討いただきたいと思います。 

〈Ｆ〈Ｆ〈Ｆ〈Ｆ委員委員委員委員〉〉〉〉 

写真コンテストはいろいろな会で実施しており、集まりやすいのは景品が出るということ

と、応募用紙が簡単です。撮影日と撮影場所だけであるため、非常に簡単で誰でも応募しやす

いです。百選は推薦理由などをたくさん書くとなると、余程意欲がないと応募しないと思いま

す。よって、応募意欲をかき立てる方法、募集する方の魅力をもっと高めないと難しいと思い

ます。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

事務局は書ける範囲でよろしいとすることで気楽に応募してもらえるよう検討いただきた

い。 

     もう１点、福山市もそうですが、何年目の節目だからと実施するところが多いです。当市の

場合は、去年が合併 10年だったと思います。つまり合併 10年プラス１年だが、合併して 10

年もたったこと、地域間で市のことを知り、楽しむこと。百選を動かすベースにはそのような

形もあると思います。つまり、市民からすると、合併 10年ということは一つのキーワードに

なるのと思います。興味を持ってもらい、応募用紙も書ける範囲でいいとすることで応募数が

増えるのではと思います。 

〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ委員委員委員委員〉〉〉〉 

応募用紙についてですが、広島市でも表に募集の概要、裏に応募用紙としています。書く範
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囲は氏名、写真、応募理由くらいとし、Ａ４用紙１枚をいろいろなところで配布して、そのま

ま応募用紙として使えるほうが応募しやすいと思います。１枚でその全てがわかるという形に

するというほうがいいと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

簡便な応募用紙も検討いただきたい。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

応募用紙についてですが、子ども用をつくること。また、応募期間が長過ぎるため、第１期、

第２期、第３期ぐらいで分けることはできますか。１年間は長いと思います。各支所の広報活

動はどういう方法を行っていますか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

各支所には応募チラシを置いて周知しています。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

私どもの総代会が４月 19 日にあるため、もう少し分かりやすい応募用紙して広報活動をし

ようと考えています。専門的な言葉があるため、参加するお年寄りの方だと少し難しいと思い

ます。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

事務局は次の３点を検討いただきたい。 

１点目は、幅広い年齢層で応募いただくため、子ども用の応募チラシの作成。２点目は、簡

便な応募用紙の作成。３点目は、応募意欲をかき立てるような方法を考えるようにお願いした

いです。 

〈Ｊ〈Ｊ〈Ｊ〈Ｊ委員委員委員委員〉〉〉〉 

応募するきっかけをどのようにするか考える必要があります。その１つが先程の時系列を入

れて小刻みに行う方法があります。ほかにも、例えば、春なら桜でスポットを当てて、初夏な

ら○○と。こちらからきっかけを与えることにより、偏るかもしれないが、少なくともそうい

うものが出てくると思います。身近なきっかけを繰り返すことで１年間の結果を試みるといい

と考えます。 

〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ委員委員委員委員〉〉〉〉 

私は、なぜ市の職員は全く応募しないのかと思います。そもそも廿日市市が景観百選をもと

にどのようなまちをつくるかという思いで実施しているため、それぞれ部局はあるにしても市

の職員からも応募があった方がいいです。 

     理由は、季節ごとの呼びかけで、職員からも集めて、第１シーズンで集まった景観を商業施

設や駅などの多くの人が集まるところで、このような応募がありましたと。これから第２シー

ズン、第３シーズンもあるという告知をすることで方向づけにもなります。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

市職員に対しての提案も検討をお願いしたい。 

     季節ごとの呼びかけは前回に引き続き今回も意見が出たため、早目に検討いただきたい。ま

た、英文のものを用意する方向でご検討をいただければと思います。 

   イ はつかいち景観百選の選定方法について 

   ウ はつかいち景観百選の運用・活用の方向づけ 

   〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

次に、２番目「はつかいち景観百選の選定手法について」ですが、３番目の「はつかいち景

観百選の運用・活用の方向づけ」も絡むため、セットで説明してほしいです。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

※議案集５から 10ページ、景観評価シート（採点表）資料により説明 

 

～休憩～ 

 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

     第２号議案の２番目と３番目を一括してポイントを話します。 

     ５ページについては、視点４と視点５でステップ１で点数が特に低い場合に適用するとある
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が、もっと多様に使えると思います。２点目は点数化について、景観審議会はもっと全体的な

話をする役割だと思うが、どの程度事務局で審査してもらえるのでしょうか。それをもとに当

審議会は、総合的な判断をしたいと考えています。事務局から審議会への流れが大変大事にな

ってくると感じました。 

     ６ページの（２）のアの事前審査については、追加提出の書類が整っていない場合は求める

とあります。これは書ける範囲でいいという程度で検討いただきたいと思います。（２）のイ

の基礎データ等の収集・整理では、どの程度事務局で審査してもらえるかが大変大事なことだ

と思っています。 

     ７ページについては、視点３に絡んで、新聞でも視点場に行ったが周りが木で覆われて景観

を眺めることができないと記事に載っていました。視点３の①番の中で、見ることを阻害する

ものに特別なものはないということが必要だと感じました。 

     ８ページの加点の視点と指標では、点数の低いところでは機能するということになっている

が、もう少し全体に機能させてはどうかと思います。例えば、視点１、２、３の中で、この視

点４、５は、内容的には視点２に従属しています。したがって、視点１、２、３を募集要項で

記載しているから、視点４、５と別にするのではなく、場合によっては二段構えでなくても良

いと思います。また、ウの評価の視点による点数づけだが、例えば、300件集まったときに事

務局の作業量は大変であると。応募数が少なければ増やすための策を講じ、増やしたときの点

数づけは大変な作業になると思います。どの程度のバランスがいいのかと考えます。 

     同じ８ページの（３）のステップの２の二次審査については、低い景観には加点の指標を含

めるとあるが、低い場合に関係なく加点の指標を使ったらいいと思います。使う際には視点２

に含めるということもあると思っています。参考ではもったいない。 

     ９ページについては、（１）の取組例のＰＲとあるが、今回の景観百選での推薦理由を含め

て整理することで、さらに活きてくると思います。また、外国語に対応した情報発信と、（２）

の取組例もかなり追加していただき、好ましく思いました。 

     10ページについては、（３）のサポーター制度ではいろいろな形のサポートシステムができ

ればいいと感じました。また、（４）は大分整理されたと思いました。実は、前回は景観重点

区域や歴史的風致維持向上計画という表現がありました。これについては、別の議題に分け

て、４番目を加えたほうがいいと思います。 

     例えば、４番目を加えることによってどうなるかと申し上げると、４番目に次の３点を考え

ています。 

     １点目は、はつかいち景観百選は、ほかのまちと比較して○○が特徴だと言えたほうがいい

です。今回、２つの特徴があります。１つは、視点４、５の息づく景観、息づかせる景観を入

れたこと。また、生活景、生活の景色を意識的に追加していることです。 

     ２点目は、百選のほかにも並行して行うべきことを６つ申し上げます。１つ目は、景観重点

区域のことです。現在はシビックコアと宮島口と対岸の宮島が重点区域の候補になっています

が、まだ決定はしていません。ほかにも追加することを検討する必要があります。私は津田な

ども関わりを持っています。つまり大きな面ではないかもしれないが、小さな面の点と点をつ

なげていくことも含め、景観重点区域を検討しなければなりません。２つ目は、景観重点区域

が決定することにより、景観協議会をつくることができるため、この景観協議会に向けた検討

が必要です。３つ目は、景観協定です。特定のエリアで検討ができるが、このことも検討する

必要があります。４つ目は、景観行政団体になると屋外広告物条例を制定することができるた

め、景観行政団体だからこそできる活用方法を仕込みます。５つ目は、景観計画の 88ページ

に書いてある景観資産の登録制度も少し仕込んでいく必要があると思います。６つ目は、先ほ

どもお伝えした歴史的風致維持向上計画の策定と事業実施に向けての検討です。事務局は景観

百選を選定するのに大変な時間がかかるということは重々承知しているが、並行して少し検討

に入る必要があると思います。 

     特に６つ目が重要で、簡略化して言うが、歴史まちづくり法という法律が産声を上げまし

た。これは、景観法が規制することで景観を保全することに対し、歴史まちづくり法は助成金

などで支援します。つまり景観法を歴史まちづくり法は表裏一体なのです。ほかにも、景観法

は国交省が策定したが、歴史まちづくり法は国交省と文科省の文化庁と農林省の３つが一緒に
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なって策定したものです。農業景観、棚田の景観も対象とすることができます。２つの特徴の

うち支援する点はとても大事で、例えば、何かとからめて歴史まちを活用することは十二分に

あります。その中で歴史的風致維持向上計画の策定ができるようになっています。つまり景観

計画を進めていくことにより、助成や支援などの取組を行いたくなります。計画の進み具合も

よい時期なので新たに検討し、申請することが大変大事だと思います。 

     結果的に、今回の議題は３番目で終わるが、３番目の一部を取り出して４番目とします。４

番目の１つ目は当市の景観百選の特徴づけ。２つ目は、百選を動かすことと平行に動かしたほ

うがいいことが６つあります。さらに、６つの中の６番目は、景観法に基づき景観計画を立て

ました。それに基づき景観百選を今やろうとしています。しかし、景観百選が全ての目標では

なく、市民にとっていい環境にすることが目的です。その目的を達成するためにいくつか方法

があるが、一部を取り出すと６つ方法があります。これらの勉強を事務局でしていただき、円

滑に決議が行えるようにすることが大事だと考えます。 

     それでは第２号議案の２番目と３番目を一括でご意見いただきたいと思います。 

〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ委員委員委員委員〉〉〉〉 

今の最後の６つはすごく大事で、それをベースにするために百選がどう評価されるかだと思

います。したがって、今回の百選の選定はすごく大事なことです。私は点数制が納得できない

ところがあり、風景や景観は何か１つ魅力があれば良い景観だと思います。点数制にすると平

均的にはなるが、何かを抽出とする手段にはなり得ないと考えます。点数制について皆さんの

意見を伺いたい。 

     最終的な目的として、景観法と表裏一体の歴史まちづくり法は非常に大事だと思います。そ

こに至るまでも、点数で決まったのではなく、この魅力で決まったと表現するほうが一番大事

だと思います。点数にエネルギーを注ぐより、この先を見出すことが大事だと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

点数制については、昨年 10 月 20 日に開催した第２回目の審議会のときに少し出ていまし

た。具体的には本日審議するが、点数が高ければ当審議会としてはセレクトしなければならな

いのではなく、審議会の総合的な審議で行うことがよいと考えます。点数制により何か土俵が

あることはいいと思います。例えば、応募が 300あったときに土俵があったほうがわかりやす

いため、その土俵が点数、ここでは総合点と平均点と分布です。それをどの程度参考にすべき

か。点数制は大変な作業量になると思うが、事務局の率直な意見をいただけますでしょうか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

事務局で考える点数とは、応募作品に対して客観的に景観が良好な状態であることや法的規

制で守られていることを指標化したものです。例えば、宮島は守られているエリアであるた

め、非常に良好な状態のものが多いです。一方、旧廿日市市では規制のないところでもいろん

な景観が存在しています。そうした中で、間に電柱が見えることや広電が通ることもあるが、

それもセットでまちとしては良いところを指標化するだけであり、それを景観審議会の資料と

します。点数が低いから選ばないのではなく、視点場の状況が悪いが、景観は非常に印象的だ

とわかるような作業をすることが目的です。 

     加点の指標では、景観により非常に状態が悪いが、地元が清掃活動をされており、これから

良い状態になるかもしれない景観など、そういうことが見てわかるような作業を行うことが、

点数化の思いです。 

〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ委員委員委員委員〉〉〉〉 

 例えば、５人で点数をつけて平均を出すというのは、まだ少し理解できません。わかりやす

くするのはわかります。客観的に見るのであれば、点数制でも違うやり方がいいと思います。 

〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ委員委員委員委員〉〉〉〉 

    もう少し具体的に、例えば、視点３の視点場の度合いでは、安全で落ちついて見ることがで

きる場所であれば、丸、バツ、三角でもいいという気持ちです。 

     視点２では１、２、３、４、５とあるが、例えば、４の後世に残したいだけでもいいと思い

ます。最低必要条件で、感動する場所だけでいいと思います。１は三角を選ぶなどの整理の仕

方もあると考えます。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 
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     １点目は、最低限何が必要か。例えば、今回の募集要項に不適当、適当でない、完全に除外、

これは分けてほしい。分けたものを審議会で見せてください。 

     ２点目は、同じ景観は全部集める。例えば、宮島の鳥居など。また、10 票とか５票とか同

じものはどのぐらいあるか集める。集めたものは同じものの束ができる。その束が種類であり、

地域です。この同じ景観がどのぐらいに分布しているのか。その景観はどういう特徴があるの

か。それが先ほど先生方が言われたことにつながります。 

     順番として、該当しているか否か。該当しているもので同じ景観を集める。その束ごとに、

どういう景観の性格を持っているのか。地域別や種類別の性格がわかるようにする。その結果、

景観評価シートで景観のポイントがわかるといいです。 

要するに、点数化のおさまりどころを検討していただくことになります。 

〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  点数化が非常にわかりにくいため、感覚的なことを数値化する場合はわかりやすいほうが、

作業量も考えて、５人で見てすぐに判断できると思います。これはバツで、これはオーケーと

直観的な判断でフィルターをかけて審査会にかけたほうが、リーズナブルだと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

  事務局には作業量を増やすのではなく、簡便するため、ぜひ検討いただきたい。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  行政の立場だと細かくしておかないと、判断が難しいことが１点あります。簡素化は構わな

いが、細部にわたって検討した結果であれば主観が入りにくいです。これだけ細かければ意見

が出ても説明が可能です。ただ、細か過ぎる部分もあるため検討が必要です。 

〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ委員〉委員〉委員〉委員〉 

  丸、三角、バツの評価は非常に迷います。以前、違う評価のときに、今と逆のことを言った

ことがあります。丸、三角、バツは悩ましいため５段階がいいと。例えば、視点１のトータル

な評価で、丸が３つあれば評価できるなど、評価の仕方というのは絶対どれがベストだと言う

のは難しく、丸、三角、バツで、丸２つであればどうか、丸１つであればどうか、そういうや

り方もあると考えます。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

 もう一点、応募にあたり選んだ理由は書いてもらえるのでしょうか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

   地元で活動をやっているか否かなどは書いていただかないと情報がわかりません。しかし、

この審議で応募用紙をさらに簡略化するとなると、応募していただくことが大事だということに

なります。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  例えば、写真を撮った中でなぜここにこういう動きで出したのかと。審査員と本人とで別の

解釈で捉えるかもしれません。やはりコメントを書いて応募すべきです。その辺は理解してあ

げて審査することが大事であり、誤解をしないようにしていかなければなりません。 

〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ〈Ｈ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  アイデアがあります。もう遅いけれども、はつかいち観光協会は、地元で活躍する写真家が

審査しているため、非常に安心です。しかし、選者さんには大変なことです。なぜこれを選ん

だかという部分をはっきり理論が言えなければなりません。 

     この百選も、市を含めたこちら側が、200 でも 300 でも 400 でも廿日市市内の景観を出し

て、市民が選ぶ百選としたらよかったのかもしれません。そうすると、点数もつける必要がな

く、何の問題もないと思います。数を集めるのも大変で、市や町内としてはこの風物詩を入れ

たい、この祭りを見てほしいなど。全市民で選ぶはつかいち景観百選なら簡単だったと思いま

す。 

〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ〈Ｅ委員委員委員委員〉〉〉〉 

        数値化の意味は２つあると思うが、１点目は理由づけです。100を超えて応募があった場合、

100に絞るために説明責任が生じると思います。数値化してこういう結果がなったということ。

２点目は低い場合にどこで線引きをするかということ。現在の応募数を見ると、多少難しいと

思います。順序をつけるのはいたし方ありません。また、採点時にどうするかの議論はどこで
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行うのでしょうか。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

     ここで行います。整理すると、審議会で選ばせていただくことは、募集要項でうたっていま

す。応募してもらうために、途中で今の状況を公表することで、激励になり、応募数も増えて

きます。別の見方からすれば、市民は選ばないが、市民の参加意欲を高揚させることで、少し

近づくと思います。 

     また、点数化は土俵としてはいいと思うが、大変だということと、募集要項に不適当か否か

を分け、同じ景観を集め、それぞれの特徴づけをします。特徴づけに点数化的な作業が生きる

といいです。この景観評価シートの横に項目ごとに点数が並んでいます。例えば、事務局が、

ある１番の景観はこの項目の中で後世に残したいという印象を受けたならば、それに丸をつけ

ます。 

現在の評価方法は枠組みを決めて、そこが何点評価かで進めていきます。項目ごとの重みは

出てきません。しかし、重みがあったほうが、応募数が低い場合の線引きで必要になってくる

と思います。５人の市の職員は地域を見ているので、冷静さと温かさの両方の目を携えて、項

目ごとに特徴があるものに丸をつけると、審議会で判断しやすいと思います。点数ではない

が、二次審査につながっていくと感じます。 

   〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

現在の応募件数が 41件なら丸、三角、バツでいいと思います。ただ、41件は少ないと思い

ます。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

 事務局に検討いただきたい。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

 説明をさせていただきます。項目が多いのは、実はワークショップを始めた時点ではまだ項

目は少なかったのです。地域ごとにいろんな景観を評価して皆さんが経験する上で、この自然

景観はこの項目はすごくいいと判断したが、別項目の評価はすごく低く、全体的な景観の平均

がすごく下がってしまったのです。ワークショップの中で、こういう景観はこういう評価指標

があったほうがいいという意見があり、結果的に、現在の項目がいいということで決まったも

のです。そういう意味では特徴づけをするための評価という指標もあります。また、５人の職

員もいろんな年齢構成があり、いろんな地域に住んでおり、それまでの経験がいろんな部署で

あり、見方がすごく違うため、同じ視点のものが数名で見るよりも、平均化することもあり、

このような形をつくらせていただきました。今まで説明がなかったが、かなり市民の方のワー

クショップでの意見を反映しているのです。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

    提案されたいきさつを説明いただきました。特徴づけの話ですが、項目間で、後世に残した

いという項目が特徴であると評価いただくといいです。点数つけたあとに振り返って、この景

観はこの特徴があるため丸をつけます。そうすると審議会で作業がしやすいと思います。各点

数をつけるときに、このＸ軸で評価するが、Ｙ軸のことも考えて評価するか否か。縦、横をつ

なぐという意味で提案させていただきました。 

〈Ｇ〈Ｇ〈Ｇ〈Ｇ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  一番最初に商品を出して公募を増やすというアイデアがあったが、はつかいち景観百選の最

終目的は、廿日市市が活性化して発展することにつながると思います。そこで、廿日市市と民

間と協力し、商品か何か市長賞などとして出すことができるのであれば、ウッドワンや中国醸

造、地元のカキ屋、ゆめタウンなど廿日市市の産業を、紹介する場であってもいいと思います。

例えば、あなご飯のチケット賞などを企業に依頼し、それをホームページや広報に出すこと

で、外から来られた方や廿日市市の方が見て、廿日市市のそういう産物を目当てに参加者増員

につながると考えます。活用の方向づけにクルーズやパンフレットの写真、官民協力という体

制などを想定しているのでいいと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

 １番の応募状況に関係して、応募を増やすために、記念品や謝礼など絡めて地元企業の協力

という仕組みもあるのではないかという意見でした。事務局に検討いただきたい。 
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〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  応募で対象となる景観の種類で、自然、歴史、施設、生活、生業の５つに分かれているが、

選定するときに、５つを 20ずつという形で選ぶのでしょうか。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

  説明をします。一点目は、第２回目の景観審議会のときに、ほかのまちの資料をいただき、

自然に特化したものやお祭りはやめるというまちは結構あります。前回の意見で、生活の息吹

もあったほうがいいということになりました。前回から事務局の案は、この部分はなしではな

くて、トータルな意味の骨組みを持っていたのです。審議会の意見でも、ノーではなくてイエ

スだったため、今回、改めての提案になりました。例えば、福山市はシリーズを２つ持ってい

ます。しかし、廿日市市は景観百選１本であるため、トータルな意味で持つという格好が、ほ

かのまちと比較して特徴があることを共有したい。 

     ２点目は、地域ごとにうまく分布するといい、例えば、表をつくり、これが何票であるから

選ぶということにはならないと思います。応募してきたものによって変わってきます。 

     それから、景観百選が決まれば、廿日市市は未来永劫その百選を守るというのはおかしいで

す。生活の景は育てていく景観です。景観百選は進歩します。例えば、宮島はどの辺りが選ば

れるかと思う、予想を反し、その地域や種類が抜けると困ります。しかし、何票にしなければ

ならないということはありません。 

〈事務局〉〈事務局〉〈事務局〉〈事務局〉 

わざとここが足りないから無理やりこれを一気に入れるということではありません。ただ、

百選を選定するときに、最後のこれをどちらにするか、ここの分布が少し足りないため、少し

配慮するというのはあると思います。わざとこうするという意識は持ってはいません。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  ５種類の応募の中で、自然が 100、生活が 10となると、選ぶのも１対 10という割合で選ぶ

か、ある程度同じぐらい選ぶかといようなことも決めておくべきだと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

応募の数が多いから選ぶのではなく、意味で選ぶということだと思います。ただ、ぼんやり

と地域や景観の枠組みが幾らか、抜けることがないよう気にしておきます。意味で選んだ結

果、抜けた場合どうするかという問題もあるが、意味で選んでいくと、抜けること防げると思

います。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉 

 今から募集をもっとかけていくと、ものすごい数になるかもしれません。それを 100に絞る

というのはすごく大変な作業だと思います。ある程度、一次審査で点数化して、それを参考に

審議会で選定するが、具体的にはどのような作業を考えているのでしょうか。投票制にするの

でしょうか。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

今回の審議はその手始めみたいなもので、票がどのぐらい集まるかで、５種類のカテゴリに

分けると。それにより集まる数も変わり、内容の見方も変わります。景観評価シートは簡便で

いいが、特徴づけも見ながら選ぶこと。つまり、審議会での選定については次回、本日は決定

はできないと思います。 

〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ〈Ｉ委員委員委員委員〉〉〉〉  

選定もいいと思うが、募集をしてもらうのに、景品をつけるのであれば、早く応募チラシも

作成しなおした方がいいです。すでに応募されている方にその説明をしなければいけません。

また、これから出していただく方に配布しないといけません。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

ぜひ事務局に検討いただきたい。視点の１、２、３のほかに４、５があり、この４、５はほ

かのまちと比較すると特徴的です。視点の１、２、３は、以前、会長だった景観の３人の権威

のお一人である樋口先生がいつも言っていたため、ほかのまちでも影響を受けて、結構採用し

ています。しかし、４、５はありません。ただ、１、２、３を全部採用していないところもあ

ります。１と３など。大景観と小景観の２つを特徴に据えたらどうかと言ったが、最初の視点

の１、２、３に対して４、５を別枠で、評価数の少ないときに見るというシナリオになってい
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るが、もっとよりどころにしてもいいと思います。視点の４，５を２に含めていくと自然に展

開していくのではないでしょうか。視点の２の１と２で分けてもいいと思います。つまり、募

集要項に含めてないため、視点の４，５を２に含めても、市民の方に申しわけないことはない

と思います。 

〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  廿日市市の場合、視点の４、５も必要なことだと思うため、５ページの概要図でいくと、点

数が低い場合とあるが、やはり条件はなしで見るべきだと思います。全体としては点数は要ら

ず、チェックリストで該当する項目にチェックをし、それを眺めての判断で十分だと思いま

す。やはり点数をつけると、それぞれの方が揉めるかという話も出てくることでややこしくな

るため、審議会で評価するときチェックリストで確認する程度でいいと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

先ほど視点の２で後世に残したい景観に丸をつけるという話をしたが、それをチェックリス

トにするという意見が出ました。これまでの提案としては、点数化をする場合でも少し簡便に

したらどうでしょうか。点数化というのは横軸だけれども縦軸で見ます。縦に見て丸をつけま

す。それをチェックリストでするということでした。 

〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ〈Ｃ委員委員委員委員〉〉〉〉 

  景品のことをどうするかについて明快にしておいたほうがいいと思うが、先ほどのあなご弁

当の件など、募集するなら早目に言ったほうがいいです。また、ゆめタウンに要求するという

ことであれば早目に、いずれはここで展覧会をするなどの話で持っていくことも可能だと思い

ます。つまり、景品をつけるべきか否かを１回議論して、結論を出したほうがいいと思います。 

〈Ｄ〈Ｄ〈Ｄ〈Ｄ委員委員委員委員〉〉〉〉 

行政的にはどうでしょうか。企業選びをすることは公平性から見ると非常に大変な仕事だと

思います。ここには言ったがここには言ってないなど、逆に声かけてもらえなかったなど、行

政としては大変だと思います。別の協議会や団体であればいいが、少し慎重に考えていただく

必要があります。一旦、行政内部で検討していただくことになると思います。この審議会で、

実施すると決定した場合、行政が困ると思います。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

現在、予算化もしてないため、市が準備できる言える状況ではありません。企業協力に出か

けるとしても、どこを回るというのは難しいため、応募いただく手法として幾つか検討させて

いただくということで、ご理解いただきたい。 

〈Ｇ委員〉〈Ｇ委員〉〈Ｇ委員〉〈Ｇ委員〉 

 廿日市の商工会や大野の商工会などしか分からないが、大野の商工会なら宮浜温泉まつりと

いう小さなお祭りがあり、地元の小さな商店がいろいろ賞を出し、イベントを組んだりしてい

ます。おそらく商工会と相談されると、話が見えてくることがあるかもしれないと思います。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

 実はほかのまちでどう扱っているかを昨日改めて見たが、皆さん慎重です。しかし、今回の

生活の景など、息づく景観とするためにはとても大事なことです。事務局には検討いただき、

例えば、次回はそういうシリーズも入れ込んで協力いただくなどもあり得ると思います。 

     以上で審議が終わったためまとめます。 

    １点目の応募状況等については、基本的には目を見張る数ではないため、再度、支援していく

ということで幾つかの提案がありました。検討いただきたい。 

     なお、先ほど応募用紙を 100枚預かって帰ると申し上げたが、学生を連れて、後期授業を宮

島で行います。いただいているのは 20枚でしょうか。 

〈〈〈〈事務局事務局事務局事務局〉〉〉〉 

 15枚です。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

  もし知り合いに声をかけるということであれば、各委員に 10部ずつお願いしたい。 

     ２点目の百選の選定指標と運用・活用の方向づけについては、特に点数化に意見が集中しま

した。少し整理されたように思うが、作業を減らすだけでなく、景観百選をセレクトする意味

での必要性が考慮できれば、ワークのレベルも決まってくると思います。 
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     また、百選の運用・活用からは話が異なるが、その他について６つあります。６つ目の景観

法と歴史まちづくり法との絡みを含めて、事務局で検討いただき、平行作業は大変だと思うが

よろしいでしょうか。 

〈事務局〉〈事務局〉〈事務局〉〈事務局〉 

はい。 

〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ〈Ｂ委員委員委員委員〉〉〉〉 

 百選の運用・活用の内容については、今回で確定ということには早いと思います。やはり応

募支援もまだまだな段階であり、この百選をうまく使わなければ、今後、廿日市市にとって景

観をどのように形成するかなかなか至りません。現時点での応募は少なく、ほとんど自然景観

で、誰もが知っている建物が多いです。自然景観以外に市民の視点がいってないことが、百選

の活用にも効いてきます。そのために百選しているのであって、自然景観以外に広まった上で

どう活用するか、再度、十分議論をする必要があります。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

次回、宿題で促したものについての回答と、審議会を早く設定していただくことで、景観百

選にとっても、景観審議会にとってもいいと思います。 

     最後に、一番最初に議事録の話をしました。公開については事務局に検討いただきたい。ま

た、本日の議事録の署名委員が必要です。今回は、岡本委員に議事録署名をお願いしたい。 

〈Ｇ委員〉〈Ｇ委員〉〈Ｇ委員〉〈Ｇ委員〉 

 はい。 

〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉〈Ａ委員〉 

 12時には終わろうと思っていたが18分オーバーしてしまいました。事務局にお返しします。 

（７） 閉会 

〈事務局〉〈事務局〉〈事務局〉〈事務局〉 

 委員の皆さんからいただいた意見を事務局で検討させていただき、次回の会議に提示させて

いただきます。以上で、審議を終了します。 


